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は隠岐諸島初記録と考えられ，カクチビキカワム
シは島根県初記録に加え，日本海側での北限の記
録になると考えられる．得られたアカツヤバネク
チキムシの後腸を解剖し調べたところ，胞子のほ
かに植物体のようなものも確認された．よって本
種に関しては，菌癭に特有に集まる種ではないと
思われる．

考察
淡路島や四国，和歌山県において本菌癭で優占し

て確認されたドウイロムクゲケシキスイとカクチビ
キカワムシ（Funamoto & Sugiura, 2017）は，隠岐で
も菌癭に優占していた．これらの種は成虫・幼虫共
に確認され，腸内からは多くの胞子が確認されてい
ることからも胞子食であると考えられる（Funamoto 
& Sugiura, 2017）．しかしドウイロムクゲケシキスイ
の成虫は訪花性を示し，胞子（菌癭）の専食ではな
いと考えられる（久松氏，私信）．また，カクチビ
キカワムシについては，「暖地に多く，フジの枯れ
蔓などに見られる」とされ（城戸，2010），本種も
少なくとも菌癭の胞子を専食するものではないと考
えられる．ヤブニッケイ黒穂病の菌癭はどこにでも
見つかるものではないことから，その菌癭が無いと
ころではその他の菌を食べているものと思われる．

カクチビキカワムシは一般に珍しい種とされる
（平野，2008）．しかし，西南日本，特に九州では
比較的記録が多く，九州本土以外にも福岡市地ノ
島，福岡市相ノ島，佐賀県高島などの離島からも
記録されている（城戸，1992，1998）．おそらく紀
伊半島以西の太平洋岸の照葉樹林には広く分布す
ると考えられ，今回隠岐で確認されたことから日
本海側でも照葉樹林が見られる地域では確認され
る可能性が高い．フジの枯れ蔓（城戸，2010）や
落葉層（上野，1993）からも採集されているが，

菌癭から得られる個体数の方が多いことからも，
ヤブニッケイに見られるヤブニッケイ黒穂病菌癭
に着目することにより，より効果的に分布調査が
行えると考えられる．
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【訂正】
吉富（2016）は，ヨツモンヒメテントウ Nephus 

yotsumon (H. Kamiya, 1961) を四国初記録として報
告したが，既に相田ほか（1995）および宮武・相
田（2000）により愛媛県松山市および小田町（現
･ 内子町）にて記録があったので訂正する．

文献についてご教授くださった越智恒夫氏にお
礼申し上げる．
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